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略歴 

昭和61年3月 東京大学工学部工業化学科 卒業 

昭和63年3月 東京大学大学院工学系研究科合成化学専攻修士課程 修了 

平成元年8月 東京大学大学院工学系研究科合成化学専攻博士後期課程 中途

退学 

平成元年8月 東京工業大学資源化学研究所 助手 

平成6年4月 東京工業大学工学部高分子工学科 助手 

平成10年4月 大阪府立大学工学部応用化学科 講師 

平成11年4月 大阪府立大学工学部応用化学科 助教授  

平成12年4月 大阪府立大学大学院工学研究科物質系専攻応用化学分野 助教

授 

平成17年10月 神奈川大学理学部化学科 教授 

 

兼任 

平成9年4月~平成10年3月 

日本学術振興会特定国派遣研究員 

（フリブール大学［スイス連邦共和国］有機化学研究所） 

平成17年4月~9月 神奈川大学非常勤講師 

 

学位：博士（工学） 

「二酸化炭素とオキシランの反応による５員環カーボナート類の合成と反応性

高分子への応用」、平成7年4月（東京工業大学） 



 

受賞 

平成3年 第３回有機合成化学協会研究企画賞（旭化成工業） 
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